


地域実践教育研究センター
Global-Local Education and Research Center

地域実践教育研究センターは横浜国立大学内の各部局を横断的につなぎ、

「地域」に関わる「教育・研究」を実施・推進することにより、地域活性化と

地域創造を促進させていきます。

●設立経緯・これまでの歩み
地域実践教育研究センターは 2004 年に文部科学省による「現代的教育ニー

ズ取組支援プログラム（現代 GP）」事業に採択されたこと契機に、2004 年

の後期（秋学期）から「地域課題プロジェクト」を開始し、2005 年から「地

域交流科目」の設立に向けてコア科目などの各授業を開設しました。その後、

2006 年から「地域交流科目」の設立および本格運用をし、2007 年に「地

域実践教育研究センター」が開設されました。また、2012 年からは大学院

副専攻プログラムとして「地域創造科目」を設置しました。

2017年には「地域連携推進機構」が設立され、2019年度から地域実践教育研

究センターは地域連携推進機構の機構内センターとして位置付けられました。

現在、学部副専攻プログラム「地域交流科目」の地域課題実習においては

毎年数百名ほどの学生が履修・参画しており、横浜・神奈川地域をはじめ

国内外の各地域において地域活性化、地域支援活動を実施・展開しています。
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2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

1 デザインスタジオ 保土ヶ谷区 大原、藤岡、野沢、山口、田井 ● ● ●

2 まちづくり拠点として地域に開かれた学校づくりへの参画 横浜市 額田 ● ●

3 神奈川区魅力さかせ隊 神奈川区 大原、藤岡 ● ● ●

4 地域参画による学校環境のリ・デザイン 保土ヶ谷区 藤岡、三輪 ●

5 保土ヶ谷ハッピースクエアプロジェクト 保土ヶ谷区 藤岡、三輪 ●

6 常盤台地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞを契機とした老後も住み続けられるまちづくり 保土ヶ谷区 大原、安藤、藤岡 ●

7 モビリティデザインの実践 横浜市、他 池島 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 左近山の未来をつくるプロジェクト 保土ヶ谷区 藤岡・門倉 ● ● ● ●

9 水辺と共生するまちづくりデザイン 逗子市 志村 ● ●

10 みなとまちプロジェクト 静岡市 志村 ● ● ● ● ● ● ● ●

11 郊外サイコウ 横浜市 野原 ●

12 New-New Townを考える 横浜市 野原 ● ● ● ● ● ● ●

13 SSUI-yokohama プロジェクト 横浜市 尹 ● ●

14 サコラボ 横浜市 藤岡 ● ● ●

15 シェアハウスのデザイン 横浜市 江口 ● ● ●

16 まちに開いた交流の場デザイン 横浜市 江口 ● ● ● ● ● ● ●

17 上星川プロジェクト 保土ヶ谷区 松行 ●

18 YNU×TOYOTA/NISSANプロジェクト 横浜市 氏川 ● ●

19 コットンおとなりさんプロジェクト 横浜市 伊集 ● ● ● ●

20 Yokohama Univer City 保土ヶ谷区 三浦 ● ● ● ●

21 キャンパスの魅力を耕すプロジェクト 保土ヶ谷区 藤原 ● ●

22 キャンパスUDプロジェクト 保土ヶ谷区 藤岡、大原 ● ●

23 転倒しない街共創ラボ 神奈川県 島、小林(知)、他 ● ●

24 岩手らばーず 岩手県 田中(稲) ● ●

25 島プロジェクト in 鳥羽 鳥羽市 小林 ● ●

26 BOSAIラボ 横浜市、神奈川県 小松、稲垣、細田 ●

27 横国VRキャンパス 保土ヶ谷区 為近 ●

28 和田町いきいきプロジェクト 保土ヶ谷区 高見沢、佐土原 ● ● ● ●

29 和田べんプロジェクト 保土ヶ谷区 高見沢 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

30 ワダヨコプロジェクト 保土ヶ谷区 野原・尹 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

31 公共空間の活用とにぎわいづくり 保土ヶ谷区 秋元、藤岡 ● ● ● ● ●

32 松原商店街バザール創造プロジェクト 保土ヶ谷区 田村、飯田、松行、志村 ● ● ● ●

33 ほどがや「みちまち」プロジェクト 保土ヶ谷区 野原、藤原、（藤岡、志村） ● ● ● ●

34 ハマの屋台プロジェクト 保土ヶ谷区 野原 ● ● ● ● ● ● ●

35 コミュニティビジネスとワークプレイス 保土ヶ谷区 秋元 ●

36 地域経済振興のための新ビジネスを考える 横浜市 松井 ● ● ● ● ●

37 ガラスシティ・プロジェクト 川崎市 志村 ● ● ● ● ● ● ●

38 ローカルなマテリアルのデザイン 横浜市 志村 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

39 市民活動を体験して考える協働型まちづくりPJ 横浜市 三輪、高見沢 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

40 おおたクリエイティブタウン研究 大田区 野原 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

41 かながわニューツーリズム 足柄地域 氏川 ● ● ● ● ● ●

42 アーツコミッション・ヨコハマ・インターンシップ 横浜市 藤原 ●

43 地域起業型インターンシッププログラム 保土ヶ谷区 江口 ● ●

44 販売現場から学ぶ店舗経営 横浜市 ダニエル・ヘラー ●

45 よこはまのかいしゃ魅力発見プロジェクト 横浜市 為近 ● ●

46 静岡川根本町 地域経済活性化プロジェクト 静岡県榛原郡 山崎（満） ●

47 アジア　横浜交流プロジェクト 横浜市/アジア 山崎 ●

48 横浜ラテン・プロジェクト（YLP） 神奈川県/ブラジル 山崎 ● ● ●

49 2008年「リーマン・ショック」と県下ブラジル人 神奈川県/ブラジル 山崎 ●

50 鶴見区のブラジル人住民との多文化共生 神奈川県/ブラジル 山崎 ● ●

51 留学生の地域交流と居場所づくり 保土ヶ谷区 門倉、秋元、長谷川 ● ●

52 中国研修を通じた国際化対応人材育成プロジェクト 横浜市/中国 村田、于、白水、長谷部（英） ● ●

53 現代世界の課題の探索と協力の実践 ：ネパールPJ 被災地/海外 小林 ● ● ● ● ● ● ●

54 移民・難民コミュニティと日本社会 神奈川県/海外 佐藤、小林 ●

55 南米につながる子どもたちとの横浜『共生』PJ 横浜市/南米 藤掛、他 ● ●

56 南米農村部での学びを生かした横浜「共生」PJ 横浜市/南米 藤掛、他 ● ●

57 人と町・町と世界モダンコミュニティ開発PJ 横浜市 小々谷 ●

58 地域から現代経済にアプローチする 横浜市/神奈川県 中村（剛） ● ●

59 地域経済政策 神奈川県 中村（剛） ● ● ●

60 地域政策の数量的政策評価 横浜市 長谷部 ● ●

61 数字で捉える地域経済 横浜市 長谷部、岡部、相馬 ● ● ● ● ● ●

62 横浜市と市民生活白書を作ろう！ 横浜市 居城、池島、岡部、相馬、長谷部 ● ● ● ● ●

63 データで捉える地域課題・地域経済 横浜市・神奈川県 居城、池島、氏川、他 ● ● ● ● ● ● ●

64 電子マップで発見し協働する「ほどがや」 保土ヶ谷区 佐土原、吉田、稲垣 ●

65 水を未来につなぐシステムづくり 神奈川県 金澤、高井 ● ● ● ● ●

66 地域から水と大気を考えるエコプロジェクト 神奈川県 金澤、高井 ● ● ● ● ●

67 まちづくりと地方自治 神奈川県 伊集 ●

68 環境教育プロジェクト 保土ヶ谷区 井上 ● ●

69 帷子川流域の自然活用化プロジェクト 横浜市 中村（栄）、原田 ● ● ●

70 緑いきいき地域交流プロジェクト 横浜市 藤原、大野 ● ● ● ●

71 エコの芽を育てるプロジェクト＠横浜 横浜市 田中、田村 ● ● ● ●

72 横国エコキャンパスプロジェクト 保土ヶ谷区 中村（栄）、松本（真） ● ● ● ● ● ● ● ●

73 食を中心としたまちづくりプロジェクト 横浜市 井上 ●

74 横浜地産地消推進プロジェクト 横浜市 井上 ● ● ●

75 かながわ里山探検隊 神奈川県 小池（治） ● ● ● ● ● ●

76 都市の自然を楽しむライフスタイル 横浜市・神奈川県 小池（文） ● ● ● ● ● ● ●

77 アグリッジプロジェクト 横浜市・神奈川県 小林、池島 ● ● ● ● ● ● ●

78 アグリッジ商品開発プロジェクト 横浜市・神奈川県 池島 ●

79 はまみらいプロジェクト 横浜市 吉田、野原、稲垣 ● ● ● ● ● ●

80 再エネ経済循環 長野県 山崎（満） ● ● ● ●

81 里山コミュニティデザイン 神奈川県 佐藤、倉田（薫) ●

82 保土ヶ谷まちづくり学習サポート・プロジェクト 保土ヶ谷区 木村 ● ● ●

83 聾学校との交流プロジェクト 保土ヶ谷区 中川（辰） ● ●

84 障害児の余暇活動の支援ボランティア 保土ヶ谷区 中川（辰） ● ● ● ●
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N o . 類型 プロジェクト名 地域 担当教員

回 講義テーマ 講師

1 概論(1)オリエンテーション・横浜の成り立ち 志村真紀・内海宏

2 概論（2）横浜という都市を通して日本の近代化を語る 野原卓

3 概論（3）世界の中の横浜、日本の中の横浜 高見沢実

4 フィールド（1）都心地域の現状と課題 野原卓

5 フィールド（2）郊外地域の現状と課題 内海宏

6 フィールド（3）中間地域の現状と課題 志村真紀

7 今日の横浜の都市課題(1)　～人口減少社会に向けて～ 稲垣景子

8 参加型授業（1）現地調査 -

9 参加型授業（2）中間報告会 志村・内海・秋元

10 今日の横浜の都市課題(2)　　国内外の港町における地域課題と再生モデル 山崎満広

11 地域再生モデル（2)都市農地再生と地域まちづくり 内海宏

12 地域再生モデル（1）クリエイティブシティと都市政策 秋元康幸

13 地域再生モデル（4）子どもとまちづくり 三輪律江

14 地域再生モデル（3)商店街と地域まちづくり 志村真紀

15 参加型授業（3）各地域の課題と解決方法について発表・討論する 志村・内海・秋元

回 講義テーマ 講師

1 オリエンテーション 志村真紀

2 エネルギー 大森明

3 地域をめぐるお金の流れ：地域経済 池島祥文

4 地方行財政 伊集守直

5 （福祉と）地域経済 伊集守直

7 箱根町の観光まちづくりへの取り組み 箱根町行政・池島・伊集

6 県西・小田原市：SDGsの時代における地域経営　～持続可能な地域社会モデルへ～ 加藤憲一

8 政令指定都市：横浜市：SDGsへの取り組み 信時正人

9 南足柄市の特徴と今後の政策について 南足柄市行政

10 みんなのまちづくりゲームのプレー方法 池島・志村・伊集・浅野

11 第1回　参加型授業（みんなのまちづくりゲーム） 池島・志村

12 第2回　参加型授業（みんなのまちづくりゲーム） 志村・伊集

13 第3回　参加型授業  （みんなのまちづくりゲーム） 伊集・志村

14 第4回　参加型授業  （みんなのまちづくりゲーム） 志村・池島

15 第5回　参加型授業　最終レポート発表会・討論会 池島・伊集・志村

地域連携と市࠶生#（かながわ地域学）の ࢀՃܕ授ۀの教材として開発した
「ΈんなのまちづくりήーϜ」は、2022年3月に発ചしました。

2004年からの地域課題実習の各プロジェクトの実施（継続）年度
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コアՊ目と地域課題実習のཤम者    5Ie TUVEZ nVNbeS PG QePQle

■ AbPVU UIe  l-PDBl-eYDIBnge 4VbKeDUT z
5Ie 6nEeSgSBEVBUe TVb-NBKPS QSPgSBN　l-PDBl-eYDIBnge 4VbKeDUT z DPnneDUT 
inEeQenEenU TVbKeDUT GSPN Bll EeQBSUNenUT UP USBin TUVEenUT BT ZPVng UBlenU 
XIP DBn TPlWe lPDBl DIBllengeT XiUI B glPbBl QeSTQeDUiWe� 5IiT QSPgSBN DPnTiTUT 
PG ᶃ$PSe--eDUVSe TVbKeDUT  ᶄ4QeDiBl -eDUVSe TVbKeDUT ᶅ1SBDUiDBl TVbKeDUT� 
4UVEenUT DBn SeDeiWe DPNQleUiPn BVUIPSi[BUiPn XIen UIeZ BDRViSe UIe 
QSeTDSibeE DSeEiUT PG UIe TVb-NBKPS QSPgSBN�

■地域ަྲྀՊ目について
地域ަྲྀՊ目は「άローόルなࢹをもって地域課題を解決する、ઌత
かつෳ߹తな実践力をにつ͚るプロάϥϜ」として、ԣ国ཱେ学の
全学෦生がཤमՄな෭ઐ߈プロάϥϜです。
このプロάϥϜは、ᶃコアՊ目、ᶄٛߨՊ目、ᶅ実践Պ目の3つのՊ目で構
成されています。　所ఆཁ݅の10୯ҐҎ上を習得すると、෭ઐ߈プロάϥ
Ϝのमྃ認ఆを受͚ることができます。
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地域活性化1+

ԣ国7RΩϟンύスコアՊ目ɿ「地域連携と市࠶生A（ϤコϋϚ地域学）」

コアՊ目ɿ「地域連携と市࠶生A（かながわ地域学）」
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2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

1 デザインスタジオ 保土ヶ谷区 大原、藤岡、野沢、山口、田井 ● ● ●

2 まちづくり拠点として地域に開かれた学校づくりへの参画 横浜市 額田 ● ●

3 神奈川区魅力さかせ隊 神奈川区 大原、藤岡 ● ● ●

4 地域参画による学校環境のリ・デザイン 保土ヶ谷区 藤岡、三輪 ●

5 保土ヶ谷ハッピースクエアプロジェクト 保土ヶ谷区 藤岡、三輪 ●

6 常盤台地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞを契機とした老後も住み続けられるまちづくり 保土ヶ谷区 大原、安藤、藤岡 ●

7 モビリティデザインの実践 横浜市、他 池島 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

8 左近山の未来をつくるプロジェクト 保土ヶ谷区 藤岡・門倉 ● ● ● ●

9 水辺と共生するまちづくりデザイン 逗子市 志村 ● ●

10 みなとまちプロジェクト 静岡市 志村 ● ● ● ● ● ● ● ●

11 郊外サイコウ 横浜市 野原 ●

12 New-New Townを考える 横浜市 野原 ● ● ● ● ● ● ●

13 SSUI-yokohama プロジェクト 横浜市 尹 ● ●

14 サコラボ 横浜市 藤岡 ● ● ●

15 シェアハウスのデザイン 横浜市 江口 ● ● ●

16 まちに開いた交流の場デザイン 横浜市 江口 ● ● ● ● ● ● ●

17 上星川プロジェクト 保土ヶ谷区 松行 ●

18 YNU×TOYOTA/NISSANプロジェクト 横浜市 氏川 ● ●

19 コットンおとなりさんプロジェクト 横浜市 伊集 ● ● ● ●

20 Yokohama Univer City 保土ヶ谷区 三浦 ● ● ● ●

21 キャンパスの魅力を耕すプロジェクト 保土ヶ谷区 藤原 ● ●

22 キャンパスUDプロジェクト 保土ヶ谷区 藤岡、大原 ● ●

23 転倒しない街共創ラボ 神奈川県 島、小林(知)、他 ● ●

24 岩手らばーず 岩手県 田中(稲) ● ●

25 島プロジェクト in 鳥羽 鳥羽市 小林 ● ●

26 BOSAIラボ 横浜市、神奈川県 小松、稲垣、細田 ●

27 横国VRキャンパス 保土ヶ谷区 為近 ●

28 和田町いきいきプロジェクト 保土ヶ谷区 高見沢、佐土原 ● ● ● ●

29 和田べんプロジェクト 保土ヶ谷区 高見沢 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

30 ワダヨコプロジェクト 保土ヶ谷区 野原・尹 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

31 公共空間の活用とにぎわいづくり 保土ヶ谷区 秋元、藤岡 ● ● ● ● ●

32 松原商店街バザール創造プロジェクト 保土ヶ谷区 田村、飯田、松行、志村 ● ● ● ●

33 ほどがや「みちまち」プロジェクト 保土ヶ谷区 野原、藤原、（藤岡、志村） ● ● ● ●

34 ハマの屋台プロジェクト 保土ヶ谷区 野原 ● ● ● ● ● ● ●

35 コミュニティビジネスとワークプレイス 保土ヶ谷区 秋元 ●

36 地域経済振興のための新ビジネスを考える 横浜市 松井 ● ● ● ● ●

37 ガラスシティ・プロジェクト 川崎市 志村 ● ● ● ● ● ● ●

38 ローカルなマテリアルのデザイン 横浜市 志村 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

39 市民活動を体験して考える協働型まちづくりPJ 横浜市 三輪、高見沢 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

40 おおたクリエイティブタウン研究 大田区 野原 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

41 かながわニューツーリズム 足柄地域 氏川 ● ● ● ● ● ●

42 アーツコミッション・ヨコハマ・インターンシップ 横浜市 藤原 ●

43 地域起業型インターンシッププログラム 保土ヶ谷区 江口 ● ●

44 販売現場から学ぶ店舗経営 横浜市 ダニエル・ヘラー ●

45 よこはまのかいしゃ魅力発見プロジェクト 横浜市 為近 ● ●

46 静岡川根本町 地域経済活性化プロジェクト 静岡県榛原郡 山崎（満） ●

47 アジア　横浜交流プロジェクト 横浜市/アジア 山崎 ●

48 横浜ラテン・プロジェクト（YLP） 神奈川県/ブラジル 山崎 ● ● ●

49 2008年「リーマン・ショック」と県下ブラジル人 神奈川県/ブラジル 山崎 ●

50 鶴見区のブラジル人住民との多文化共生 神奈川県/ブラジル 山崎 ● ●

51 留学生の地域交流と居場所づくり 保土ヶ谷区 門倉、秋元、長谷川 ● ●

52 中国研修を通じた国際化対応人材育成プロジェクト 横浜市/中国 村田、于、白水、長谷部（英） ● ●

53 現代世界の課題の探索と協力の実践 ：ネパールPJ 被災地/海外 小林 ● ● ● ● ● ● ●

54 移民・難民コミュニティと日本社会 神奈川県/海外 佐藤、小林 ●

55 南米につながる子どもたちとの横浜『共生』PJ 横浜市/南米 藤掛、他 ● ●

56 南米農村部での学びを生かした横浜「共生」PJ 横浜市/南米 藤掛、他 ● ●

57 人と町・町と世界モダンコミュニティ開発PJ 横浜市 小々谷 ●

58 地域から現代経済にアプローチする 横浜市/神奈川県 中村（剛） ● ●

59 地域経済政策 神奈川県 中村（剛） ● ● ●

60 地域政策の数量的政策評価 横浜市 長谷部 ● ●

61 数字で捉える地域経済 横浜市 長谷部、岡部、相馬 ● ● ● ● ● ●

62 横浜市と市民生活白書を作ろう！ 横浜市 居城、池島、岡部、相馬、長谷部 ● ● ● ● ●

63 データで捉える地域課題・地域経済 横浜市・神奈川県 居城、池島、氏川、他 ● ● ● ● ● ● ●

64 電子マップで発見し協働する「ほどがや」 保土ヶ谷区 佐土原、吉田、稲垣 ●

65 水を未来につなぐシステムづくり 神奈川県 金澤、高井 ● ● ● ● ●

66 地域から水と大気を考えるエコプロジェクト 神奈川県 金澤、高井 ● ● ● ● ●

67 まちづくりと地方自治 神奈川県 伊集 ●

68 環境教育プロジェクト 保土ヶ谷区 井上 ● ●

69 帷子川流域の自然活用化プロジェクト 横浜市 中村（栄）、原田 ● ● ●

70 緑いきいき地域交流プロジェクト 横浜市 藤原、大野 ● ● ● ●

71 エコの芽を育てるプロジェクト＠横浜 横浜市 田中、田村 ● ● ● ●

72 横国エコキャンパスプロジェクト 保土ヶ谷区 中村（栄）、松本（真） ● ● ● ● ● ● ● ●

73 食を中心としたまちづくりプロジェクト 横浜市 井上 ●

74 横浜地産地消推進プロジェクト 横浜市 井上 ● ● ●

75 かながわ里山探検隊 神奈川県 小池（治） ● ● ● ● ● ●

76 都市の自然を楽しむライフスタイル 横浜市・神奈川県 小池（文） ● ● ● ● ● ● ●

77 アグリッジプロジェクト 横浜市・神奈川県 小林、池島 ● ● ● ● ● ● ●

78 アグリッジ商品開発プロジェクト 横浜市・神奈川県 池島 ●

79 はまみらいプロジェクト 横浜市 吉田、野原、稲垣 ● ● ● ● ● ●

80 再エネ経済循環 長野県 山崎（満） ● ● ● ●

81 里山コミュニティデザイン 神奈川県 佐藤、倉田（薫) ●

82 保土ヶ谷まちづくり学習サポート・プロジェクト 保土ヶ谷区 木村 ● ● ●

83 聾学校との交流プロジェクト 保土ヶ谷区 中川（辰） ● ●

84 障害児の余暇活動の支援ボランティア 保土ヶ谷区 中川（辰） ● ● ● ●
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N o . 類型 プロジェクト名 地域 担当教員

回 講義テーマ 講師

1 概論(1)オリエンテーション・横浜の成り立ち 志村真紀・内海宏

2 概論（2）横浜という都市を通して日本の近代化を語る 野原卓

3 概論（3）世界の中の横浜、日本の中の横浜 高見沢実

4 フィールド（1）都心地域の現状と課題 野原卓

5 フィールド（2）郊外地域の現状と課題 内海宏

6 フィールド（3）中間地域の現状と課題 志村真紀

7 今日の横浜の都市課題(1)　～人口減少社会に向けて～ 稲垣景子

8 参加型授業（1）現地調査 -

9 参加型授業（2）中間報告会 志村・内海・秋元

10 今日の横浜の都市課題(2)　　国内外の港町における地域課題と再生モデル 山崎満広

11 地域再生モデル（2)都市農地再生と地域まちづくり 内海宏

12 地域再生モデル（1）クリエイティブシティと都市政策 秋元康幸

13 地域再生モデル（4）子どもとまちづくり 三輪律江

14 地域再生モデル（3)商店街と地域まちづくり 志村真紀

15 参加型授業（3）各地域の課題と解決方法について発表・討論する 志村・内海・秋元

回 講義テーマ 講師

1 オリエンテーション 志村真紀

2 エネルギー 大森明

3 地域をめぐるお金の流れ：地域経済 池島祥文

4 地方行財政 伊集守直

5 （福祉と）地域経済 伊集守直

7 箱根町の観光まちづくりへの取り組み 箱根町行政・池島・伊集

6 県西・小田原市：SDGsの時代における地域経営　～持続可能な地域社会モデルへ～ 加藤憲一

8 政令指定都市：横浜市：SDGsへの取り組み 信時正人

9 南足柄市の特徴と今後の政策について 南足柄市行政

10 みんなのまちづくりゲームのプレー方法 池島・志村・伊集・浅野

11 第1回　参加型授業（みんなのまちづくりゲーム） 池島・志村

12 第2回　参加型授業（みんなのまちづくりゲーム） 志村・伊集

13 第3回　参加型授業  （みんなのまちづくりゲーム） 伊集・志村

14 第4回　参加型授業  （みんなのまちづくりゲーム） 志村・池島

15 第5回　参加型授業　最終レポート発表会・討論会 池島・伊集・志村

地域連携と市࠶生#（かながわ地域学）の ࢀՃܕ授ۀの教材として開発した
「ΈんなのまちづくりήーϜ」は、2022年3月に発ചしました。

2004年からの地域課題実習の各プロジェクトの実施（継続）年度

（人）
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モビリティデザインの実践

ཬࢁコϛϡχティデザイン
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੩Ԭࠜຊ町
地域活性化1+

ԣ国7RΩϟンύスコアՊ目ɿ「地域連携と市࠶生A（ϤコϋϚ地域学）」

コアՊ目ɿ「地域連携と市࠶生A（かながわ地域学）」
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BOSAIラボ
BOSAI /ab� (Disaster 0itigation /ab�)

%26$,ラボは「防災」をフィールドに、大学生としてできる防災・
減災に資する活動を考え、実践していくプロジェクトです。今年度は
�つの実践チームと�つの研究班に分かれて活動しています。

横国生チームは留学生の防災意識向上に向けて活動しています。春
学期には大学の留学生係の方に協力していただいて留学生の防災意識
のアンケート調査を行いました。来年度に向けてはまみらい3-の防災
チームと協力して留学生向けの防災イベントを企画しています。

避難所チームは避難所を対象に理想的な空間づくりや制度について
考えています。災害発災時には一時避難場所となる横国のキャンパス
でできる工夫を考え、実際にやってみることで、有事でも快適に過ご
す方法を模索しています。

防災行動チームは市民の防災行動に関する知識を深めるために活動
しています。横国生に向けて「通学中に被災した時の行動」について
のアンケート調査を行いました。今後はその状況を想定してとるべき
防災行動をロールプレイし、フィードバックしていきます。

まち歩きチームはバリアフリーの避難誘導に焦点を当て、常盤台
キャンパスの周辺で、避難経路の策定や危険な場所の確認をする
フィールドワークを行っています。実際に車いすを使われている大学
院生の方とのコラボフィールドワークも行いました。

旧地名班は消滅した地名と災害との関係を調べています。地名の研
究を通じて地域の災害リスクを整理し、防災意識向上に貢献します。

防災教育班は福山市立鞆の浦学園を訪問し、細田先生の防災授業の
お手伝いを行いました。今後も鞆の浦学園の連携を続けていきます。

来年度は、��月のぼうさいこくたい出展を目指し、引き続き防災の
ためにできることを模索・実践してきたいと思います。

■学生：��名（明日海斗��松尾祐輝��大塚晴紀��粕谷昌貴��藤田光��堀 雅也��鄭
宇軒��小岩井優子��鳥谷佳菜��秀島美咲��加藤瑞樹��柴山遼太郎��武次稀凜��得田
実愛��河村優結��平野晴哉��柳澤美那��湯本莉衣��石川巧��乾大和��柴﨑創芽��島田
愛果��鈴木皓斗��瀧本早蘭��平岡茉瑠乃��福井智遥��脇田知怜�
■担当教員：小松怜史��細田暁��稲垣景子
■連携・協力：豊穣な社会のための防災研究拠点��福山市立鞆の浦学園
■活動地域：常盤台キャンパス周辺��福山市鞆の浦
■サイト：KWWSV���ERVDL�ODE�\QX�MS�

防災・減災のために、大学生としてできることを
Do our best for “BOSAI” (disaster mitigation)
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地域課題実習
Global-Local Project Based Learning
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※地域課題実習は「横浜国立大学 校友会」により「活動支援費」を頂きながら、

各プロジェクトの活動が行われています。
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地域課題実習の各プロジェクトの HP サイトや SNS は、

地域実践教育研究センターの HP のトップページにもリンクされています。



1HZ�1HZ�7RZQプロジェクト
'LVFRYHU�WKH�QHZ�YDOXH�RI�1HZ�7RZQ

画像サイズ（16 : 9 ) ：横13 . 4 6 c m × 縦7 . 57 c m * コラージュして構成してもいいです。
* 完成する際は、当文字と、画像サイズのグレー枠は削除してください。

万騎が原で活躍する方々「まきがはらーず」を
冊子＆ウェブサイトで発信

([SUHVV�WKH�FKDUP�RI�“0DNLJDKDUD�HUV”��SOD\HUV�RI�
0DNLJDKDUD�DUHD�WKURXJK�ERRNOHW�DQG�ZHEVLWH
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地域課題実習は 2024 年に「20 周年」を迎えます！



<2.2&2は野毛山公園の裏の住宅地に、二軒長屋を改修して�)を
シェアハウス、�)を地域に開いた場にした「FDVDFR」で活動してい
ます。その場の使い方の提案や、運営者の了解がえられれば提案内容
を実行に移し、エリアの価値向上を目指しています。
地域に開いた場をつくるため、完全ボランティアでもなく、「稼

ぐ」ビジネスを立案するのでもなく、その中間の方法を模索していま
す。全国に広まりつつあるソーシャルビジネスの方法論の一端を、実
践を通じて学ぶことを目標としています。
昨年度からメンバーの�人が管理人として住み、より密接にカサコ

の活動に携わり、',<や毎月出版している野毛山新聞の編集、その他
イベントの運営などをしてきました。',<では、縁側や本棚を作った
経験を元に、FDVDFRから飛び出て近所の方の',<を募集し、夏に完成
しました。野毛山新聞では一年生を中心に野毛エリアをリサーチし、
近所の方も知らなかった野毛山を発信することを目標に発行しました。
イベントとしては夏休みに実施した夏祭りやランプシェードワーク
ショップ、��月に行われたキャンドルナイトの企画、運営に携わり、
多くの地域の方々に参加していただき、地域交流拠点としての存在価
値を改めて実感しました。
今後は、現在進行中の出張',<の施工を�月に行う予定です。また

今年度は、<2.2&2が&$6$&2により密に関わり始めた最初の年で
した。そのため、それぞれの活動が手探り状態で課題も多く見受けら
れました。来年度はこの課題を<2.2&2内で議論し合い、ただ伝統
を継承したり不足を補ったりするのではなく、<2.2&2として
&$6$&2に問題提起、提案をしていけたらと考えています。

■学生：��名（山田伸希��石津心之輔��今野偉吹��室本剛志��音喜多顕大��新井
希緒��伊藤空翔��大島健太��小見壮也��土山実希��西山日々希��他�
■担当教員：江口亨
■連携・協力：132法人&RQQHFWLRQ�RI�WKH�&KLOGUHQ
■活動地域：野毛山��東ヶ丘
■サイト： KWWSV���ZZZ�FRF�L�RUJ��
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1 .6 .7 . キャンド ルナイト

2 . ランプシェード ワークショ ッ プ

3 . 和菓子＆茶道＆体験会

4 . 出張 DIY 完成写真

5 . 野毛山新聞
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����年から続く、現在の地域課題実習の中で２番目に古い学生団
体です。当初は町の拠点である旧町内会館を１年間かけてリノベー
ションするために成立しましたが、その場所を利用する中で様々な人
との交流が増え、町の団体と協力してイベントを実施するようになり
ました。今では、和田町（保土ヶ谷区和田周辺）の魅力を見つけて周
知しながら、学生と町の人たちが互いに支えあう地域をつくることを
目的として活動しています。
町の公園や小学校で、子供たちに楽しみながら防災について学んで

もらう防災フェアや、各出店者が自慢の品を持ち寄るべっぴんマー
ケット、季節のお祭りや行事など、様々なイベントの主催や共催をし
ました。今年度は、コロナ禍が明け開催の規模が拡大したことと併せ
てメンバー数が増加したことで、学生ならではの視点で新しい企画を
提案したり、若い力で運営に大きく貢献したりすることができました。
ワダヨコ、町内会、商店街、教授で行う定例会議「和田町タウンマネ
ジメント協議会」にも毎月参加し、組織を横断した情報共有や協力の
活性化のサポートに努めました。また、和田町で親しまれ続けるゆる
キャラ「和田丸」のプロデューサーとして、修繕やグッズ作りにも取
り組みました。
年間を通して行ったイベントには、コロナ禍を乗り越えて数年ぶり

の開催となったものが多くありました。将来に繋げていく力のある学
生団体として、これらを楽しみにしている人たちのために長きに渡っ
て大切に受け継いでいこうと思います。そして、今年度新たに繋がる
ことができた方たちとの関わり方も積極的に模索しながら、和田町周
辺でのフィールドをさらに増やし、より広く密接な交流をしていきた
いと考えています。

■学生：��名（佐藤めぐみ��ソジファン� 渡由貴��粕谷昌貴��堀雅也��井澤葵美��
伊藤幸哉��海野萌��大野倫� 河崎蒼依� 後藤陸��平美優��中原舶登��宮下莉奈� 山下
虎太郎��山﨑優子��山本純也� 有倉直哉��池田萌夏��乾大和��河口紗香��佐々木遼
太��瀧本早蘭��福島瑞穂��星野良太��三村涼葉��八坂麟太朗�
■担当教員：野原卓��尹莊植
■連携・協力：和田西部町内会��和田町商店街��和田西部第一子供会��132法
人居場所そら
■活動地域：和田町周辺（主に保土ヶ谷区和田）
■サイト：KWWS���ZDGD\RNR�����FRP�7ZLWWHU�#ZDGD\RNRBWZL
,QVWDJUDP�#ZDGD\RNRB
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今後とも地域課題実習の活動にご期待ください！



画像サイズ（16 : 9 ) ：横13 . 4 6 c m × 縦7 . 57 c m * コラージュして構成してもいいです。
* 完成する際は、当文字と、画像サイズのグレー枠は削除してください。

<RNRKDPD�8QLYHU�&LW\��<8&�

<8Cは、「大学をまちに開く」をテーマに始まった学生主導型プロ
ジェクトです。都市圏の貴重な自然が保護された横国大のキャンパス
では、多様な人々による積極的な交流がなされています。<8Cは、こ
の魅力的なキャンパスを中心に新たなコミュニティの創出や空間デザ
インの提案・実践を行ってきました。大学から地域全体の価値を高め
た先にあるものとして、“8QiYHU�City” という言葉を掲げています。

ほぼ全ての活動は、所属メンバーの自主的な企画・提案によって進
められてきました。学内では、都市科学部と協力体制のもと、まちづ
くりで実用化されているプレイスメイキングの手法を用いた実証実験
をもとに、都市科学部講義棟エントランス空間の機能改善を模索して
います。また、本・黒板を介して見知らぬ人同士の繋がりを生む企画
を実施し、大学の新しい利用方法の提示やコミュニティ空間の創出を
行い、キャンパスの魅力向上を目指しています。

地域連携においては、大学への理解を深めてもらう機会として小学
生向けのキャンパスツアーの開催、学生と地域の方々の交流促進及び
地域施設の認知度向上と利用促進のためのワークショップの開催企画
を行い、これまで地域の方々と築いたつながりをさらに深められまし
た。さらに、地域課題実習と常盤台地域の情報を知ることができる情
報誌「ときわだい掲示板」を他の地域課題実習と連携して作成、常盤
祭にて配布し、多くの方に手に取っていただけたことで、地域課題実
習と常盤台地域に関心を持っていただける機会を作り出しました。

今後は他の地域課題実習との連携強化など学生同士のつながりをよ
りいっそう深めることはもちろん、地域住民や大学運営との連携・協
力関係をより一層強固なものにしていきます。そのうえで企画の対象
者を拡大し、キャンパスだけでなく横浜中心市街地などにも活動範囲
を広げ、様々な企画を実践していく予定です。

■学生：��名（井上彩子� 木崎拓実� 佐藤さくら� 柴田夕奈� 日比野莉良� 山下
優輝� 佐武真之介� 富樫悠也� 中原舶登� 日向野温� 廣田慎一朗 �中園拓也� 夏目
朱理� 八坂麟太朗�
■担当教員：三浦倫平
■連携・協力：都市科学部� 常盤台地区連合町内会�常盤台地区社会福祉協議
会� 共育会
■活動地域：横国大常盤台キャンパス周辺� 都市科学部棟���スタジオ� 横浜
市常盤台コミュニティハウス
■サイト：KttSV������VFDSH�Zi[VitH�FRP�yRNRKDPD�XQiYHU�Fity

KttSV���tZittHU�FRP����XUDBSMB<18

キャンパスデザインとコミュニティ創出によって
「大学をまちに開く」

2SHQ�RXU�XQLYHUVLW\�WR�WKH�FLW\��E\�GHVLJQLQJ�IRU�
FDPSXV�DQG�FUHDWLQJ�FRPPXQLWLHV�

14

21

22



15

23

24

2024 年度は 27 プロジェクトが活動をします！
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地域実践アワード Award

・MVP・準MVP：総合投票サイトから投票頂いた「全体の総数」
・校友会賞：総合投票サイトから投票頂いた「学生以外」の総数
・学生賞：総合投票サイトから投票頂いた「学生」による総数
・地域賞：地域賞限定の投票サイトを通じた「総数および評価点」

地域実践アワードは、毎年年度末に開催される「地域連携シンポジウ
ム」の第 1部において、地域課題実習の各プロジェクトの発表を踏ま
えて、シンポジウムにご参加・ご視聴頂いた皆様により投票を行い、
賞を創出しているものです。

各賞は、下記のよう選出されます。

-  MVP   - 

アグリッジプロジェクト

-  準 MVP   - 

サコラボ

-校友会賞  - 

 転倒しない街共創ラボ

- 学生賞  - 

横国 VR キャンパスプロジェクト

-  地域賞  - 

岩手らばーず

シンポジウムの様子は、地域実践教育研究センターの YouTube チャ
ンネルにおいてアーカイブ動画となっています。

チャンネル名　　横浜国立大学 地域実践教育研究センター
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　横浜ケーブルビジョン（YCV）との連携により、新番組「ヨ
ココク TV」が立ち上がりました。3月 16・17 日に放映され
る初回の番組は、副タイトルを「～地域へトビダセ～」と題
し、地域課題実習でアワードを受賞したアグリッジ PJ、サコ
ラボ PJ、転ばない街共創ラボが発表し、久保春菜さんが司会
進行をつとめました。
　今回の番組の企画内容は、約 1年をかけて学生有志（清水
翼さん、池田優さん、久保春菜さん）による「シンポジウム
実行委員会」が、YCV のスタッフの皆さんと検討してきたも
のです。エンディング・ソングには南米パラグアイで活動す
る駒井佑作さんが制作した「TE AMO」が起用されました。

　小田原市において、令和 5 年 11 月 3 日に「おだわらデジ
コン城下町（全国学生デジタルまちづくりコンテスト 2023 in 
ODAWARA）」最終審査会が開催されました。このコンテストは、
学生の自由な発想に基づくデジタル技術を駆使したアイデア
を募り、小田原市の地域課題解決や経済活性化、Well-being
向上、そしてデジタル人材の育成を目指しています。
　地域課題実習「モビリティ・デザインの実践」に所属する
白岩元彦さんと宮内爽太さんは、小田原城周辺の課題を移動
動態データから指摘し、地域全体の魅力を来訪者に伝えるた
めのモビリティ向上策を提案し、優秀賞を受賞しました。
　彼らは「このコンテストを通じて、地域課題実習で培った
アプローチが他の地域に対しても有効であるとの認識を得る
とともに、実社会とのつながりを実感できました。」と語っ
ています。

Topic

モビリティ・デザインの実践：白岩元彦、宮内爽太

「おだわらデジコン城下町」
　　　   コンテストにて優秀賞を受賞

Topic
横浜ケーブルビジョン（YCV）との連携
 「ヨココク TV ～地域へ トビダセ～」

Topic
韓国・大邱大学との発表・交流会

地域課題実習 20 周年を迎えます
Topic

　韓国では、首都一局集中による地方における若者の流出を
はじめ、高齢化、少子化、人口減少の課題が進行しています。
韓国の内陸部にある大邱大学においても、地域と大学の連携
を通じた多角的な取り組みが模索されている中で、新聞や論
文等を通じて「地域実践教育研究センター」の活動を知り、
大変感銘を受けた、とのことです。
　特に、学生たちが「地域課題実習」という正規教育課程を
通じてまちづくりプロジェクトを進め、大きな成果を上げた
という内容は、韓国が参考にするべき優秀な取り組みである
と実感され、「地域実践教育研究センター」および「地域課題
実習」の取組みについて訪問し知りたい、とのことでした。
　そこで、1月に教職員 7名、学生 27名の計 34名が来学し、
双方の大学から発表を行い、とても良い交流機会となりました。
　2025 年から大邱大学では周辺自治体と大学が協力して地方
大学活性化事業 ( 政府事業「RIZE 事業」) を創出していく計画
にあり、「スマートモビリティ」、「先端農生命」、「ヒューマン
ライフケア」の 3分野、計 11 学科を中心に推進していくと
のことです。

　2004 年の後期（秋学期）から開講した「地域課題実習」が、

2024 年の秋におかげさまで 20 周年を迎えます。

　当アニュアルレポートの３ページに掲載しているグラフ :

「2004 年からの地域課題実習の各プロジェクトの実施（継続）

年度」からもわかるように、初年度は 7プロジェクト (PJ) か

ら始まり、現在に至るにあたり多くのプロジェクトが各地域

で活動をしてきました。

　多くの方からご愛好頂いてきた地域課題実習が、今後も発展

していきますよう、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。



■グループワーク / Group Works

つづきベジネットワーク　～横浜市都筑区の農と暮らしの 2050 年までをシミュレーションし、創造する。～

　都筑区の農と暮らしにフォーカスし、子育て環境や自然の豊かさを求め、港
北ニュータウンに転居した子育て家族を主人公に設定し、2050年までのライ
フスタイルに寄り添ったシミュレーションを提案した。
都筑区の人口は2050年までは維持する一方で、高齢化率は2050年には33.6%
と顕著に上昇する。また、子育て環境は育児・保育施設が充実も、4歳児以上
のソフト面のサポートは不充分である。自治会加入率が横浜市内で最低となっ
ており、近所づきあいも少なく、コミュニティが未整備である。
都筑区は⑴都心と横浜市への利便性が高く、⑵横浜随一の農地面積があり（横
浜市農地の20％）、⑶グリーンマトリックスシステムで約90haの自然を保全し
ているという特徴がある。
　以上から、都筑の農業を活かし、「つづきベジネットワーク」と題し、全世
代向け年間「栽培~収穫~調理~食事+環境教育ワークショップ」プログラ
ムでの「人の交流」「環境教育」の提供を提案する。このプログラムにより、ママの地域内コミュニティの創出および子育ての不安を解消することが可
能となる。また、定年後に地域での居場所が見出しにくいパパは、本プログラムの独自資格制度を活用することで、セカンドキャリアとして地域活動へ
の参画が期待される。そして子どもたちは住みよい都筑に居住継続の将来図を描き出すことが可能となる。

小山 萌絵・仲才 香鈴（都市イノベーション）、鈴木 海帆（環境情報）、野村 忠司（先進実践学館）

　我々は「秋田市を林業の街として発展させ、秋田市民のシビックプライドを
醸成すること」を2050年の目標と定めた。秋田市の特徴として、子供の学力
が日本一高いこと、林業が盛んでありながら林業人口が減少していることが挙
げられる。これらを踏まえ、林業という業界の働きやすさを向上させるととも
に教育に林業を取り込んで林業人口を増やすことを基本方針とした。
　前者の働きやすさについて、Akita Forection Project(以下AFP)を提案した。
AFPは秋田市が運営するプラットフォームであり、林業系企業、設計事務所、
建設企業、教育機関などが参画する想定である。AFP内では人材異動を自由化
することで職種選択が容易になるほか、資材調達の円滑化により輸送コストや
中抜きを避けられる。やりたい仕事に就きやすいため仕事が楽しくなり、コス
ト削減も実現できる。
　後者の林業教育について、まず既存の林業大学校で森林の管理を学べる制度
を整えることで、林業にホワイトカラー的な面からアプローチすることができる人材を育成し、林業の多角化を狙う。また学校教育に林業を導入するこ
とで秋田市民への浸透を図る。また、教育留学に林業体験を組み込むことで県外の人への周知も狙う。
　林業を働きやすい業界とし、市民の生活に浸透させることで秋田市民が地元を林業の街として誇れるよう、上記の提案を行った。

　当グループでは、横浜市保土ヶ谷区常盤台地区を対象とした。常盤台地区の
特徴は、丘陵部で坂道の多い地域であり、地域の中心に横浜国立大学が位置し
ている。地域の課題としては、大学による地域の地理的分断や地域コミュニティ
の偏り、地形・高齢化による移動課題の深刻化が挙げられるが、地域内に大学
があることは地域にとって強みとも考えられる。
　2050年のビジョンとして、常盤台地区内における多様なコミュニティが点
在する状況を目指す。1人1人が居心地の良いコミュニティを持つことが、豊
かな暮らしの実現に繋がると考えたからだ。そのために中心となるのはグリー
ンスローモビリティ（以下グリスロと省略）の導入である。グリスロの導入に
よって、大学構内、地域内の拠点を繋ぐことで地域内の移動を活発にさせ、多
様なコミュニティの活性化を促す。併せて乗り合いによる会話の促進や坂道に
対するポジティブな認知への転換が見込める。拠点としては、大学内に未来の
地域の担い手である子どもの居場所を創出したり、大学周辺の低未利用地を有効活用したりすることを想定する。グリスロが拠点と拠点、人と人を繋ぐ
インフラとして機能すること、これらの取り組みに地域の資源の1つとして大学が連携することで、常盤台をより楽しい街として2050年を目指す。

林業のまち「秋田」を創る
伊東 陽菜・平井 康葉・矢野 敦之・山口 大輔（都市イノベーション）、勝亦 弦揮（先進実践学館）

常盤台における 小さなコミュニティの創出
小川 康太（環境情報）、清水 翼（国際社会科学）、鳥越 温生・三浦 萌夕（都市イノベーション）

地域創造論グループC 梗概レジメ

「常盤台における小さなコミュニティの創出」

小川・清水・鳥越・三浦

当グループでは、横浜市保土ヶ谷区常盤台地区を対象とした。常盤台地区の特徴は、丘
陵部で坂道の多い地域であり、地域の中心に横浜国立大学が位置している。地域の課題
としては、大学による地域の地理的分断や地域コミュニティの偏り、地形・高齢化による移
動課題の深刻化が挙げられるが、地域内に大学があることは地域にとって強みとも考えら
れる。

2050年のビジョンとして、常盤台地区内における多様なコミュニティが点在する状況を目
指す。1人1人が居心地の良いコミュニティを持つことが、豊かな暮らしの実現に繋がると考
えたからだ。そのために中心となるのはグリーンスローモビリティ（以下グリスロと省略）の
導入である。グリスロの導入によって、大学構内、地域内の拠点を繋ぐことで地域内の移
動を活発にさせ、多様なコミュニティの活性化を促す。併せて乗り合いによる会話の促進や
坂道に対するポジティブな認知への転換が見込める。拠点としては、大学内に未来の地域
の担い手である子どもの居場所を創出したり、大学周辺の低未利用地を有効活用したりす
ることを想定する。グリスロが拠点と拠点、人と人を繋ぐインフラとして機能すること、これら
の取り組みに地域の資源の1つとして大学が連携することで、常盤台をより楽しい街として
2050年を目指す。
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地域創造科目

ブックレット：地域創造論 vol.3
2018~2020 年度の講義録集

■ 講義

「地域はどう変わるか
　2010 年代から
      2020 年代に向かって」

■ 地域創造科目について / About this program
大学院生を対象とした副専攻プログラム「地域創造科目」は、「複雑で解決困難な地域課題を題材に、各専門分野の活かし方を発見し開拓す

るプログラム」です。2012 年度から開講しました。

Towards complex, intractable community issues, this program takes a theoretical approach from the individual fields of expertise, and is a 
sophisticated educational program which aims to produce individuals who possess the ability to appraise issues from an interdisciplinary 
approach and propose comprehensive solutions. 

■コア科目：地域創造論 / Globalized Local Studies 　　テーマ： 「2050 年までをシミュレーションし、創造する。」
地域創造論のテーマは３カ年ほど毎に設定し、これまでに「ポスト3.11の新しい地域像」、「ローカルからの発想が日本を変える、世界を変える。」、

「地域はどう変わるか　2010年代から2020年代に向かって」、「次世代の横浜・神奈川地域を素描する」としてきました。2023年度からは、「2050年

までをシミュレーションし、創造する。」をテーマとして、2050年を「鮮やかに創造」できるようになるよう、「客観的な分析を通じたシミュレーショ

ン力」と「学際的な視点や知識を融合した創造力」を養うことを目標として、各講義とグループワークを実施しています。前半においては各専門の

観点から地域課題を学び、後半は学生が学際的なチームに分かれてグループワークを行い、新しい地域創造に向けた提案・提言を行っています。

［大学院  副専攻プログラム ] Creative education program about local problems
Graduated school Sub-major program 

ポートランドに学ぶ地球本位のこれからの都市づくり
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矢吹剣一

人生 100 年時代のつながりづくり　　　　　　
関 ふ佐子

途上国の都市を整備する
ーインフラとローカルコモンズ

三木はる香

これからの時代に向けて考えたいこと
岡部友彦



■グループワーク / Group Works

つづきベジネットワーク　～横浜市都筑区の農と暮らしの 2050 年までをシミュレーションし、創造する。～

　都筑区の農と暮らしにフォーカスし、子育て環境や自然の豊かさを求め、港
北ニュータウンに転居した子育て家族を主人公に設定し、2050年までのライ
フスタイルに寄り添ったシミュレーションを提案した。
都筑区の人口は2050年までは維持する一方で、高齢化率は2050年には33.6%
と顕著に上昇する。また、子育て環境は育児・保育施設が充実も、4歳児以上
のソフト面のサポートは不充分である。自治会加入率が横浜市内で最低となっ
ており、近所づきあいも少なく、コミュニティが未整備である。
都筑区は⑴都心と横浜市への利便性が高く、⑵横浜随一の農地面積があり（横
浜市農地の20％）、⑶グリーンマトリックスシステムで約90haの自然を保全し
ているという特徴がある。
　以上から、都筑の農業を活かし、「つづきベジネットワーク」と題し、全世
代向け年間「栽培~収穫~調理~食事+環境教育ワークショップ」プログラ
ムでの「人の交流」「環境教育」の提供を提案する。このプログラムにより、ママの地域内コミュニティの創出および子育ての不安を解消することが可
能となる。また、定年後に地域での居場所が見出しにくいパパは、本プログラムの独自資格制度を活用することで、セカンドキャリアとして地域活動へ
の参画が期待される。そして子どもたちは住みよい都筑に居住継続の将来図を描き出すことが可能となる。

小山 萌絵・仲才 香鈴（都市イノベーション）、鈴木 海帆（環境情報）、野村 忠司（先進実践学館）

　我々は「秋田市を林業の街として発展させ、秋田市民のシビックプライドを
醸成すること」を2050年の目標と定めた。秋田市の特徴として、子供の学力
が日本一高いこと、林業が盛んでありながら林業人口が減少していることが挙
げられる。これらを踏まえ、林業という業界の働きやすさを向上させるととも
に教育に林業を取り込んで林業人口を増やすことを基本方針とした。
　前者の働きやすさについて、Akita Forection Project(以下AFP)を提案した。
AFPは秋田市が運営するプラットフォームであり、林業系企業、設計事務所、
建設企業、教育機関などが参画する想定である。AFP内では人材異動を自由化
することで職種選択が容易になるほか、資材調達の円滑化により輸送コストや
中抜きを避けられる。やりたい仕事に就きやすいため仕事が楽しくなり、コス
ト削減も実現できる。
　後者の林業教育について、まず既存の林業大学校で森林の管理を学べる制度
を整えることで、林業にホワイトカラー的な面からアプローチすることができる人材を育成し、林業の多角化を狙う。また学校教育に林業を導入するこ
とで秋田市民への浸透を図る。また、教育留学に林業体験を組み込むことで県外の人への周知も狙う。
　林業を働きやすい業界とし、市民の生活に浸透させることで秋田市民が地元を林業の街として誇れるよう、上記の提案を行った。

　当グループでは、横浜市保土ヶ谷区常盤台地区を対象とした。常盤台地区の
特徴は、丘陵部で坂道の多い地域であり、地域の中心に横浜国立大学が位置し
ている。地域の課題としては、大学による地域の地理的分断や地域コミュニティ
の偏り、地形・高齢化による移動課題の深刻化が挙げられるが、地域内に大学
があることは地域にとって強みとも考えられる。
　2050年のビジョンとして、常盤台地区内における多様なコミュニティが点
在する状況を目指す。1人1人が居心地の良いコミュニティを持つことが、豊
かな暮らしの実現に繋がると考えたからだ。そのために中心となるのはグリー
ンスローモビリティ（以下グリスロと省略）の導入である。グリスロの導入に
よって、大学構内、地域内の拠点を繋ぐことで地域内の移動を活発にさせ、多
様なコミュニティの活性化を促す。併せて乗り合いによる会話の促進や坂道に
対するポジティブな認知への転換が見込める。拠点としては、大学内に未来の
地域の担い手である子どもの居場所を創出したり、大学周辺の低未利用地を有効活用したりすることを想定する。グリスロが拠点と拠点、人と人を繋ぐ
インフラとして機能すること、これらの取り組みに地域の資源の1つとして大学が連携することで、常盤台をより楽しい街として2050年を目指す。

林業のまち「秋田」を創る
伊東 陽菜・平井 康葉・矢野 敦之・山口 大輔（都市イノベーション）、勝亦 弦揮（先進実践学館）

常盤台における 小さなコミュニティの創出
小川 康太（環境情報）、清水 翼（国際社会科学）、鳥越 温生・三浦 萌夕（都市イノベーション）

地域創造論グループC 梗概レジメ

「常盤台における小さなコミュニティの創出」

小川・清水・鳥越・三浦

当グループでは、横浜市保土ヶ谷区常盤台地区を対象とした。常盤台地区の特徴は、丘
陵部で坂道の多い地域であり、地域の中心に横浜国立大学が位置している。地域の課題
としては、大学による地域の地理的分断や地域コミュニティの偏り、地形・高齢化による移
動課題の深刻化が挙げられるが、地域内に大学があることは地域にとって強みとも考えら
れる。

2050年のビジョンとして、常盤台地区内における多様なコミュニティが点在する状況を目
指す。1人1人が居心地の良いコミュニティを持つことが、豊かな暮らしの実現に繋がると考
えたからだ。そのために中心となるのはグリーンスローモビリティ（以下グリスロと省略）の
導入である。グリスロの導入によって、大学構内、地域内の拠点を繋ぐことで地域内の移
動を活発にさせ、多様なコミュニティの活性化を促す。併せて乗り合いによる会話の促進や
坂道に対するポジティブな認知への転換が見込める。拠点としては、大学内に未来の地域
の担い手である子どもの居場所を創出したり、大学周辺の低未利用地を有効活用したりす
ることを想定する。グリスロが拠点と拠点、人と人を繋ぐインフラとして機能すること、これら
の取り組みに地域の資源の1つとして大学が連携することで、常盤台をより楽しい街として
2050年を目指す。

19



20

◆ 地域研究の各論文は、下記サイトおよび右記の QR コード先からご覧いただけます。

　　横浜国立大学 学術情報レポジトリ＞ 10 全学教育研究施設等＞ 10-4 紀要＞

　　　10-4-61 横浜国立大学地域実践教育研究センター地域課題実習・地域研究報

研究
-1. 学際的研究
地域実践教育研究センターは学際的研究の場として研究活動を推進してきました。これまでに「神奈川県・大学発政策提案制度」においては、

2013～ 2014年度に「県民総力戦による事前復興計画」、2015～ 2016年度に「未来につなぐ神奈川の里山 - 里地里山の保全効果に関する学際

的研究」、2019～ 2020年度に「Woody ～広葉樹の活用による地域活性化と県民の健康増進～」が採択され、学際的な研究の成果を提供してき

ました。

なお、2017年からは地域連携推進機構にNext Urban Labが設置され、地域に関わる学際的研究の拠点機能は地域連携推進機構に移転しています。

Research

-2. 地域研究
毎年度末には当センターに関わる教員の研究室・ゼミで研究した成果として梗概論文を取りまとめ、「地域研究報」として「横浜国立大学 学術情報

リポジトリ」に保管しています。一般の方もウェブサイトを通じて閲覧することができます。

No. 論文タイトル名 執筆者, 担当教員名

1 山下ふ頭再開発に関わる経済効果の研究
後藤駿太, 内藤彩月, 石井宏樹, 灘尾薫,

伊藤優太郎, 中村直也, 居城琢

2 東海オンエアの聖地巡礼による愛知県岡崎市への経済波及効果と聖地巡礼者の消費行動分析 足立佳穂, 居城琢

3 産業連関表を用いた桐生市織物産業の和装離れの影響分析 後藤駿太, 居城琢

4 ファジアーノ岡山の夢チケがもたらす影響分析 齋藤直弥, 居城琢

5 障害者の就労が持つ経済波及効果 松原愛結, 居城琢

6 読売ジャイアンツ球場で行われるプロ野球２軍公式戦が川崎市に与える経済波及効果 村山龍平, 居城琢

7 横浜国立大学に通う留学生が地域に与える影響に関する研究報告 内藤彩月, 居城琢

8 江ノ電沿線地域における市民等優先入場がもたらす経済波及効果 山田知佳, 居城琢

9 海外アーティストが日本で行うライブの経済波及効果とSNS宣伝効果 小島美果, 居城琢

10 テレビ番組の放送効果について 児島熙, 前田将希, 居城琢

11 地域版スポーツGDPGDP（GRPGRP）の算出及び地域間比較～横浜市を事例に～ 伊藤優太朗, 居城琢

12 淡路島産業連関表、淡路島本社部門産業連関表の作成と分析 姥谷航生, 居城琢

13 子どものフリースクールのニーズ―現代社会において子どもに必要とされている学びの場とは― 米山朋花, 居城琢

14 横浜ぴあアリーナmmで行われた東海オンエアのイベントによる岡崎市への経済波及効果 大久保友稀, 居城琢

15 神奈川県地域活性化モデルの作成及び考察 土井瑠衣香, 居城琢

16 広島空港移転による経済波及効果の変化 灘尾薫, 居城琢

17 宮市亮選手の経済波及効果 枝村磨生南, 居城琢

18 日本語ラップの変遷及びそれに伴う経済効果 伊藤啓祐, 居城琢

19 新型コロナウイルスで発展したオンラインライブの今後の展望 衛藤実有, 居城琢

20 アフターコロナにおける、埼玉西武ライオンズホームゲームの来場者が所沢市に与える経済的影響 寺本幹大, 居城琢

21 中高生の座席選択からみた居場所としての図書館に関する研究 小林芽依,  大原一興,  藤岡泰寛

22 新駅が開業した地域における地域活動の変化に関する研究　神奈川県内に開業した新駅を対象として 小泉勇真,  大原一興,  藤岡泰寛

23 小規模多機能型居宅介護サテライト施設の現状と課題　―運営者から見た施設の実態― 梶木康平, 大原一興,  藤岡泰寛

24
学生が参加する地域活動を通じた高齢住民の主体性形成に関する研究　―常盤台羽沢地区におけるま

ちづくりを例に―
伊藤礼佳,  大原一興,  藤岡泰寛
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25
バリアフリー基本構想における学校の位置づけに関する研究　―東京都と神奈川県の自治体を対象

として―
有岡優佑, 大原一興, 藤岡泰寛

26
居住実態からみたシェアハウス型学生寮の建築計画に関する研究　―横浜国立大学学生寮・常盤台

インターナショナルレジデンスを事例として―
鍋平和輝, 大原一興, 藤岡泰寛

27 遊べるイスにみる地域の交流拠点のあり方　―製作過程から利用における多世代交流の形― 望月那菜美, 大原一興, 藤岡泰寛

28 銭湯の都市拡張期の立地傾向と現存要因の分析　－横浜市内の銭湯を対象として－ 脇田脇之介, 大原一興, 藤岡泰寛

29 多様なジェンダーに配慮したこれからのキャンパストイレに関する研究 羽田光梨, 大原一興, 藤岡泰寛

30
中山間地域の中心市街地における空き家・空き店舗の福祉活用に関する研究　―神奈川県Y町を事

例として―
長谷川明香, 大原一興, 藤岡泰寛

31
中山間地における空き家の発生に関する研究　―山北駅前商店街の空き店舗を活用した定住・移住

促進及び地域共生社会づくりの取り組みを通じて
川島多聞, 大原一興, 藤岡泰寛

32
大学のユニバーサルデザイン整備のあり方に関する研究　―横浜国立大学常盤台キャンパス屋外エ

レベーター設置後の状況のあり方からー
川崎浩輝, 大原一興, 藤岡泰寛

33 高齢化の進む公営住宅団地における学生入居事業への期待に関する研究 卯川遍, 大原一興, 藤岡泰寛

34 大学高等専門学校などの教育機関におけるデジタルファブリケーション設備の活用について 平田雄基, 大原一興, 藤岡泰寛

35 まちづくり会社の担う事業の変化に関する研究―熱海の公民連携事業を対象としてー 佐藤美那子, 江口亨

36
移住者の不安要素の解消手法に関する研究-埼玉県小川町における移住者の受け入れ体制に着目して

-
早川葵，江口亨

37 高経年団地居住の高齢者を中心とした夏季の就寝環境の実態調査 髙山友美恵, 田中稲子, 清野友規

38 人工衛星CE-SAT-IIBの夜間光データを用いた東京都心部における光害の評価 二宮輝, 清野友規, 田中稲子

39 港北ニュータウンにおける斜面緑地の冷気移流の実態とその活用に関する研究 YANG ZIZHEN, 稲垣景子, 吉田聡

40 まちづくり協定地区における壁面色彩による景観印象に関する研究－荏田北2丁目地区を対象として－谷川一, 吉田聡, 稲垣景子

41 自然災害リスクが地価に与える影響分析　－相模湾沿岸市町を対象として－ 津守真帆稲垣景子, 吉田聡

42 時刻別人口特性をふまえた津波避難困難地域分析　－神奈川県鎌倉市におけるケーススタディ－ 山田菜月, 稲垣景子, 吉田聡

43 地震時の避難所避難者数の推計と空間分布特性分析　－横浜市を対象地として－ 鄭智允, 稲垣景子, 吉田聡

44
健康増進を目的としたみちづくりが歩行者の歩行意欲に与える影響についての研究　ー横浜市健康

みちづくり推進事業神奈川区ルートを対象としてー

髙橋慧,高見沢実,野原卓,矢吹剣一,

尹莊植

45
市民緑地制度における維持管理主体の拡充に関する研究　-練馬区憩いの森における区民管理に着目

して-

高井優紀,高見沢実,野原卓,矢吹剣一,

尹莊植

46
行政・住民による斜面市街地の道路空間におけるカスタマイズの実態に関する研究　―呉市両城地

区を対象として―

年盛文也,高見沢実,野原卓,矢吹剣一,

尹莊植

47 住宅地に立地する非住宅用途の実態に関する研究　―鎌倉市佐助地域を対象として―
松本望実,高見沢実,野原卓,矢吹剣一,

尹莊植

48 複数のまちの居場所が展開する過程とその要因の研究　-武蔵新城を事例として-
森田彩日,高見沢実,野原卓,矢吹剣一,

尹莊植

49
都市空間における協働型パフォーマンス活動の実態と今後の可能性に関する研究　－横浜市内の活

動団体に着目して－
佐々木健斗, 野原卓, 高見沢実, 矢吹剣一

50
みちあそびのしやすい社会の実現に向けた制度に関する研究　‐イギリスブリストル市のTPSO制

度を対象として‐
森慧悟, 高見沢実, 野原卓 ,矢吹剣一

51 横浜市創造界隈拠点による市民の文化芸術活動促進に関する研究 的羽佑菜, 野原卓, 高見沢実, 矢吹剣一

52
オンラインコミュニティを端緒とした関係人口による地域おこしについての研究　-Nishikigoi NFT

プロジェクトを対象として-
河村凌平 ,高見沢実, 野原卓, 矢吹剣一

53
行政と住民の連携による生活街路空間の管理手法とそのプロセスに関する研究

―フォレステージ高幡鹿島台を対象として
川田真史, 野原卓, 高見沢実, 矢吹剣一
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地方自治体との連携協定

地域連携推進機構について

地域連携推進機構

地域実践教育研究センター 成長戦略教育研究センター
Education and Research Center
 for Economic Growth Strategy

Global-Local
 Education and Research Center

Organization for 
Local Collaboration Networking

地域連携推進機構

連携協定を締結している地方自治体

社会・地域課題の解決に取組む Y-Plat ＆ NCC

　地域連携推進機構では、本学教員が地域と関わった研究活動を推

進するとともに、その成果を可視化する「ネクストアーバンラボ」

の仕組みをつくってきました。

　2022年度からは、本学が有する多様な学術知・実践知を駆使した

「社会・地域課題を発見・解決するプラットフォーム (Y-Plat)」を構

築しようと取り組んできます。

　このプラットフォームでは、多様なステークホルダー（自治体、

産業界、学校、市民等）と連携して、様々な社会・地域課題を発見し、

本学教員による分野横断型のチームが中心となり、課題解決策を検

討しています。

　その取り組みの中で「ネクストアーバンラボ」を発展させた「ネ

クストコラボレーション拠点 (NCC)」を形成し、社会・地域課題の

解決にさらに貢献できるように取り組んでいます。また、地域にサ

テライトキャンパスを設置し、これらの取り組みを支えていきます。

※ 詳しくは地域連携推進機構のWebサイトをご覧ください。　検索：　　地域連携推進機構

　本学では、各地方自治体や事業者等と連携協定を結ぶことによって、

より充実した教育活動や研究成果を創出・提供しています。

　地域連携推進機構は、地域連携活動および地域課題解決への先導

的役割等を果たすとともに、地域社会と連携する中核拠点となるた

め、2017 年 4 月に設置されました。 地域に信頼され、地域に支え

られ、地域の発展を支援するという、横浜国立大学の地域戦略にお

ける３つの精神を軸に、本学の研究力や教育力を地域問題解決へ還

元し、大学として積極的に地域連携活動を推進していきます。

　地域実践教育研究センターは2019年度から、成長戦略教育研究セ

ンターは2020年度から機構内センターとして位置付けられました。

Organization for  Local Collaboration Networking

相模原市

都留市

箱根町

横浜市
神奈川県

川崎市

保土ヶ谷区

南足柄市
小田原市

藤沢市

*藤沢市とは地域創生・地域活性化に関する連携協定を締結しています。
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関連教員 The Relationship Professors

田中稲子 氏川恵次 志村真紀 秋元康幸 山﨑満広
Ineko TANAKA Keiji UJIKAWA Maki SHIMURA Yasuyuki AKIMOTO Mitsuhiro YAMAZAKI

副学長 ( 地域担当 ), 地域連

携推進機構長 , 都市イノベー

ション研究院 , 都市科学部・

教授 /建築環境工学，住環境

地域実践教育研究センター・

センター長 / 国際社会科学研

究院 , 先進実践学環 , 経済学

部・教授 / 経済統計・経済モ

デリング、環境経済学

地域連携推進機構・准教授 /  

地域・都市デザイン,  建築意匠 ,

まちづくり , デザイン学

地域連携推進機構・客員教授/

都市政策 , 都市デザイン

地域連携推進機構・客員教授/

都市デザイン , 地域経済開発 , 

新規事業開発

松行美帆子 佐藤峰 野原卓
Mihoko MATSUYUKI Mine SATO Taku NOHARA

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・教授 / 

都市計画 , 開発途上国都市論

都市イノベーション研究院 , 

先進実践学環 , 都市科学部 , 

准教授 / 国際開発学 , 社会人類

学 ,コミュニティ・デザイン

都市イノベーション研究院 ,

先進実践学環  ,  都市科学部・

准教授 / 都市計画 ,   都市デザ

イン

尹莊植
YOON Jangshik

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・准教授 /

都市計画 ,  まちづくり

矢吹剣一
Kenichi YABUKI

都市イノベーション研究院 ,

先進実践学環 , 都市科学部・

准教授 / 都市計画 , 都市デザ

イン , まちづくり

池島祥文 倉田薫子 小林誉明 居城琢 倉田久
Yoshifumi IKEJIMA Kaoruko KURATA Takaaki KOBAYASHI Taku ISHIRO Hisashi KURATA

学長補佐 ( 地域担当 ), 国際社会

科学研究院 , 先進実践学環 , 

経済学部・教授 / 農業経済学 , 

地域経済学

環境情報研究院 , 先進実践学

環 , 教育学部・准教授 / 

生物多様性保全，植物地理学

国際社会科学研究院（法学）,

先進実践学環・准教授 / 

政治経済学 , 国際協力論 ,

開発政策研究 , ODA 政策研究

国際社会科学研究院 , 先進実

践学環 , 経済学部・准教授 / 

地域経済論 , 産業連関論 ,

中小企業論 , 環境経済論

国際社会科学研究院 , 先進実

践学環 , 経営学部・教授 / 

経営工学 , 経営情報論 , 

サービス経営

■ 機構長 ■ センター長 ■ 客員教授 ■ 客員教授
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本藤祐樹 小林剛 遠藤聡 中村一穂 内海宏
Hiroki HONDO Takeshi KOBAYASHI Akira ENDO Kazuho NAKAMURA Hiroshi UTSUMI

環境情報研究院 , 理工学部・

教授 / 技術評価論 , エネル

ギー環境システム分析 , ライ

フサイクルアセスメント , エ

ネルギー心理学

環境情報研究院, 先進実践学環 ,

都市科学部 ・准教授 /

環境安全化学 , 化学物質管理 , 

都市環境汚染

環境情報研究院 , 先進実践学

環 , 都市科学部 ・准教授 / 

都市・地域経済学

工学研究院 , 理工学部・准教授/

化学工学 , 水環境工学 ,

バイオプロセス

非常勤講師 ( 地域連携と都市

再生 A）/ 地域・地区計画 , 市

民協働論 , 地域・市民まちづ

くり論

藤掛洋子
Yoko FUJIKAKE

都市科学部長

都市イノベーション研究院 , 

都市科学部 , 先進実践学環・

教授 /文化人類学 , 開発人類

学 , ジェンダーと開発 , パラ

グアイ地域研究

為近恵美 湯沢雅人 安野舞子
Emi TAMECHIKA Masato YUZAWA Maiko YASUNO

地域連携推進機構・教授 /

応用物理 , ナノテクノロジー , 

アントレプレナー教育 , 

イノベーション人材育成

地域連携推進機構・非常勤教員/

マーケティング論、製品開発論、

イノベーション創出

教育推進機構・准教授 /

高等教育,リーダーシップ教育,

人と動物の関係学

伊集守直
Morinao IJU

経済学部長

国際社会科学研究院 , 先進実

践学環 , 経済学部・教授 /

財政学 ,  地方財政論

大野敏
Satoshi ONO

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・教授 / 

日本建築史 , 建築技術史 ,

伝統的民家の保存修復

藤岡泰寛吉田聡
Satoshi YOSHIDA Yasuhiro FUJIOKA

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・准教授  / 

建築環境・設備

都市イノベーション研究院 , 

先進実践学環 ,  都市科学部・

准教授 / 建築計画 , 都市計画

原口健一 山崎圭一
Keinchi HARAGUCHI Keiichi YAMAZAKI

国際社会科学研究院 , 経済学部・

教授 / 途上国経済 , ブラジル

研究 ,都市住宅政策 , 住宅金融

教育学部・教授 /

木工・木彫
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稲垣景子
Keiko INAGAKI

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・准教授 / 

都市・地域防災，空間解析

小松怜史
Satoshi KOMATSU

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・准教授 /

都市防災、インフラ長寿命化，

コンクリート工学

藤原徹平 江口亨
Teppei FUJIWARA Toru EGUCHI

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・准教授 / 

建築設計 , 建築意匠

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・准教授 / 

建築構法計画 , 建築生産

三浦倫平

小池文人 島圭介

Rinpei MIURA

Fumito KOIKE Keisuke SHIMA

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・准教授 /

都市社会学 ,   地域社会学

環境情報研究院 , 先進実践学

環 , 都市科学部・教授 /

生態・環境，生物資源保全学

環境情報研究院 , 先進実践学

環 , 理工学部・准教授 / 

生体医工学,リハビリテーショ

ン科学 ,知能ロボティクス

*2024 年度に予定している関連教員として、

地域実践教育研究センターに関わる教員および運営委員（兼任教員）をはじめ、

地域交流科目 コア科目の担当教員、地域課題実習の主担当教員を掲載しています。

寺田真理子

下野誠通

Marikoi TERADA

Tomoyuki SHIMONO

都市イノベーション研究院 ,

都市科学部・准教授 / 

建築と都市のメディア・デザイン,

キュレーション,コモニング

学長補佐（研究・医工連携）

総合学術高等研究院・次世代

ヘルステクノロジー研究セン

ター長 /工学研究院・准教授 /

モーションコントロール ,医療

ロボット ,アクチュエータ






